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背景｜対象技術
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背景

◯ ソフトウェア開発において開発者はDockerを盛んに利用している 
- 正確に素早く開発者間で開発環境を共有できるため 

◯ プロジェクトは実行環境ファイルであるDockerイメージの 
サイズを小さくしたいと考えている 
ex( Azure*等のクラウドサービスを用いる場合， 
イメージサイズとビルド時間が大きくなるほど料金が高くなる 

◯ 近年ではイメージサイズがどんどん小さくなっている [1]

[1] Lin, Changyuan & Nadi, Sarah & Khazaei, Hamzeh. (2020).  
A Large-scale Data Set and an Empirical Study of Docker Images Hosted on Docker Hub. * https://azure.microsoft.com/ja-jp/
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背景

◯ イメージサイズを小さくするためにはイメージ内に含まれる 
不必要なパッケージを削減する必要がある 

◯ 公式Dockerイメージは大きく2種類存在する

通常 
イメージ

スリム 
イメージ

一般的なパッケージ全てが 
含まれるイメージ

必要最低限のパッケージが 
含まれるイメージ

イメージサイズが小さく，利用者が求める機能を持つDockerイメージ
を作成するにはDockerイメージをカスタマイズする必要がある
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イメージサイズに興味のある利用者は主にスリムイメージを使用する



課題

◯ Dockerイメージをカスタマイズする 
= 必要なパッケージと不要なパッケージを判別する 

◯ スリムイメージのパッケージに関して体系的に示している 
ドキュメントはない 

◯ 自身が必要とするパッケージとその依存関係等を満たす 
パッケージを明確にするためには関連するソースを調査し， 
自身で情報を収集する必要がある
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パッケージに関して調査する時間的コストが 
非常に大きい課題



本研究の目的

Dockerのパッケージ不足に関する情報を 
効率よく多く集めること目的

パッケージ不足に関するissueと 
その他のissueに分類

提案モデル

→ パッケージ不足issue自動検知ツールの提案

多数のissue
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Issues (課題管理票)
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◯ GitHub(共同開発環境)に実装されている機能 
◯ 開発製品の不具合や機能改善要求などの様々な議論内容を管理

タイトル

本文

コメント

コメント

質問者

回答者



アプローチ｜メトリクス検討

◯ パッケージ不足issueを分類するモデルを構築するためには 
分類に有効なメトリクスが必要になる 

◯ 有効なメトリクスを検討するためにも、パッケージ不足issueと 
その他issueの特徴の比較を以下の観点で行う 
- issueの単語数 
- コードスニペットの数 
- 会話数 
- 関わった開発者数 
- 強調文字 
- 太文字
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アプローチ｜強調文字
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目視した際に，パッケージ名が 
強調されていることが多く感じた



アプローチ｜メトリクス検討
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Target Other P値 (5%) P値 (1%)

単語数 タイトル 5.0 5.0

単語数 本文 26.0 25.5

単語数 コメント 70.5 44.5 * *

コード数 本文 1.0 0.0 *

コード数 コメント 1.0 0.0 * *

太文字 本文 0.0 0.0

太文字 コメント 0.0 0.0

強調単語 本文 1.0 0.0 * *

強調単語 コメント 3.5 1.5 * *

会話数 全体 3.5 2.0 * *

関わった開発者数 全体 3.0 2.0 * *



アプローチ

◯ 使用するメトリクス 
- テキストデータ(タイトル，本文，コメント) 
- コメントの単語数 
- コメントのコード数 
- 本文の強調単語 
- コメントの強調単語 
- 会話数 

◯ 使用する機械学習アルゴリズム 
- RandomForest 
- SVM
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データセット
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パッケージ不足
issue その他issue 計

python * 102 222 324

◯ パッケージ不足であるとラベルがされているデータがない 
= 自らデータを作成する必要がある 

◯ Dockerの公式Githubリポジトリの中から 
最もissue件数が多かったリポジトリのissueを目視

* https://github.com/docker-library/python



提案モデルの評価

13

Precision Recall

Random Forest 0.63 0.30

SVM 0.51 0.44

◯ テキストデータのみ (1-gram) + 有意差のあったメトリクス

SVM Predicted Negative Predicted Positive

Actual Negative 18.0 4.6

Actual Positive 5.7 4.5

RF Predicted Negative Predicted Positive

Actual Negative 20.5 1.7

Actual Positive 7.2 3.0



まとめ

◯ 利用者はDockerイメージを小さくしたいと考えている 

◯ Dockerイメージを小さくするためにパッケージを削減するが， 
パッケージ不足等でエラーが生じる場合がある 

◯ パッケージ不足に関する情報を収集するには 
時間的なコストが大きく，効率的な収集方法がない 

◯ パッケージ不足issueを効率的に収集するためのモデルを構築 
- テキストデータや有意差のあったメトリクスを使用 
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今後の予定

◯ データセットのデータ数増加 
- 現在はpythonリポジトリのみの300件程度 

◯ 有効なメトリクスの思案 

◯ 使用する機械学習アルゴリズムの吟味
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付録



単語数
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本文タイトル コメント

target other 　p値

5.0 5.0 0.19

target other 　p値

26.0 25.5 0.41

target other 　p値

70.5 44.5 0.00



コードスニペットの数
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target other 　p値

1.0 0.0 0.03

本文 コメント

target other 　p値

1.0 0.0 0.00



関わった開発者数
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target other 　p値

3.0 2.0 0.00

issue全体



会話数

20

target other 　p値

3.5 2.0 0.00

コメント



強調単語
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本文 コメント

target other 　p値

1.0 0.0 0.00

target other 　p値

3.5 1.5 0.00



太文字の数
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target other 　p値

0.0 0.0 0.59

target other 　p値

0.0 0.0 0.33

本文 コメント


